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◆ 猛暑の中　「９条まもれ！」の訴え響く
　in新宿西口　
　原爆が長崎に投下された８月９日（木）昼休み、憲法東京共同センターは、新宿駅西口で「９の日宣伝」を行い猛暑の中１３団体４０人が参加しました。

　宣伝カーからは、小松崎栄氏（東京革新懇代表世話人）が、戦前は１０年に一度ぐらい日本は戦争をしていた。新しい憲法の下で６２年間戦争をしないでこられたのは憲法９条があったからです。９条を守り平和で豊かな日本をつくろうではありませんか、と訴えました。

　山崎忠彦氏（都教組副委員長）は、自民党が作成した「新憲法草案」では、湾岸戦争やイラク戦争などが起きれば国際貢献の名で日本の自衛隊が参加していくことになり、日本がアメリカの起こす戦争に協力していくことになります、と改憲の危険性を指摘。

植木こうじ氏（日本共産党都議）は、先の参院選挙での自民党の敗北は、憲法「改正」を訴えていた安倍政権に痛打を与えた。日本共産党は９条改悪を許すな、格差社会の是正に取り組む。と決意を表明。

小部正治（自由法曹団東京支部幹事長）、堤敬氏（東京地評議長）が、参院選挙で自民党が後退したことで、憲法審査会が今国会では作ることができなくなり、彼らの改憲スケジュールに狂いが生じている。自治体労働者は「二度と赤紙を配らない」、教員は「教え子を再び戦場に送らない」を合い言葉に憲法を守る活動をすすめている。ご一緒に憲法９条を守りましょうと訴えました。

汗がしたたり落ちる暑い中でしたが、訴えを聞いた通行人が署名に立ち寄り、４２筆の署名（一人は若い外国人男性）が集まり、ティッシュ９００個、ビラ１千枚が配布されました。
■　御茶ノ水駅で共同センターが宣伝
　憲法改悪反対共同センターは９日昼、定例の「９の日」宣伝をJR御茶ノ水駅で４団体から２０人が参加しておこないました。共同センター作成の憲法リーフと手作りのチラシを配布し、署名を訴え、ハンドマイク２台をつないで弁士が交代で演説しました。約４５分の行動でしたが次々対話になり署名が４４筆集まりました。
　７０代の女性は、「戦中派だから安倍さんの動きには大変危機感を抱き心配しているが、自分に出来ることは署名くらいだから協力させてもらいます」と。通りすがりの中学生と高校生は「戦争はイヤ」と言って署名してくれる人もおり、長崎への原爆投下の日とあって従来にない反応でした。

◆ 秋田　９の日行動で署名１７１筆集約

秋田共同センターは、「長崎原爆の日」の９日、81回目の9の日行動を行い、14人が参加。憲法改悪反対署名171筆を集約しました。会場の秋田駅前ポポロードは夏休み中の大学生や高校生、帰省中の方など普段よりも人通りが多ビラも約一時間で500枚を配布しました。「憲法を変えちゃ行けない、という署名かい？」と声をかけてこられたお年寄りや、「戦争反対だよね」と仲間どおしで署名してくれた高校生など、あちこちで署名版を囲んで対話する姿がみられました。憲法センターとしては参議院選挙後初の行動となりましたが、参加者から「情勢に変化が起きているぜ」との声が上がるほど、大いに盛り上がりました。

　また、隣の仲小路大屋根下では新日本婦人の会の皆さんが長崎の日にあたり、反核署名（６・９行動）を行っており、駅前周辺は憲法改悪反対・反核平和の声が響き渡っていました。

◆ 第４１回大阪憲法会議総会　

第41回の大阪憲法会議総会は、８月２日大阪グリーン会館２階で３８団体、５９名の参加で開催されました。参議院選挙で国民が、安倍改憲路線にきっぱりとノーをつきつけた直後の総会。足立英郎幹事長のあいさつに続いて、今回当選を果たした日本共産党の山下よしきさんが、「年金は引き金で、より本質的なことは、国民が新しい政治の方向を模索し始めたこと」と述べ、「悪法のストップだけでなく、憲法についての論戦をふくめ、国民の切実な要求を参議院でとことん実現していく」と決意表明しました。

筆保事務局長の提案とそれをうけて７名が討論に参加。総会は、０６年度活動の総括と０７年度の活動の方針、０６年度の会計報告と０７年度予算案、役員体制が満場の拍手で採択されました。　
■ 星の数ほど「九条の会」を！府民過半数署名をやりきろう！

「九条の会」は６２０をこえ、５７行政区に共同センターが確立した。署名は１１０万を突破。これらのとりくみは、「府民に待たれていた運動」として、府民過半数世論結集への展望を切り開くたたかいとなった。

２００７年度の活動方針は、府民過半数の世論結集へ向けて、９条改憲の国会発議を未然に阻止し、仮に、強行されても国民投票でそれをうちくだく国民多数派をつくることを基本の構えとする。

①「２０１０年の国民投票」（自民党参議院選挙公約）に対し、２００９年末までに府民過半数署名をやりきる。

＜０７年末５０％（２２０万以上）、０８年末８０％（３５０万以上）、０９年末（４４０万以上）＞

②星の数ほど「九条の会」をつくるために力をつくす。
◆ 神戸市西区・九条の会連絡会
　アレン・ネルソンさん迎え２００人

　７月８日、西区学園都市駅前「ユニティ大ホール」には２００人を超える人々が参加しました。この講演会は西区で活動している６つの「九条の会」が共同で開催しました。
　会員手づくりの飾り付けで華やかさと暖かさがいっぱい。オープニングはハーモニカ＆ギター＆コーラスという、にわか仕立てにもかかわらず豪華なバンドで皆が知っているうたを全員で歌いました。
　ネルソンさんの祖先はアフリカ出身。奴隷としてアメリカ大陸に連れてこられ、その祖先の艱難辛苦に思いを馳せながらギターの弾き語りで「アメイジング・グレイス」を披露しました。
　講演では、「貧困から抜け出し、母を楽にさせたい思いから１８才でアメリカ海兵隊に志願した。海兵隊の教育は人を殺すことのみを教えられた。ベトナムで多くの死体を処理し、自らも人を殺した・・」など戦場体験を語りました。
　ネルソン氏は「だからこそ、日本の皆さんが憲法九条で「戦場体験」せずに守られてきたことを、世界に広めてほしい」とうったえました。
　短信･ホットライン　
■　自由法曹団が改憲手続法の「論点整理」をまとめる
　２００７年５月１４日、自民・公明の与党が改憲手続き法案を参議院本会議で採決を強行して成立させました。自由法曹団は、このたび、成立した手続き法に関して付帯決議や国会審議を検討して、主な６つのポイントに絞って問題点や成果、課題を具体的に明らかにした「改憲手続法 国会審議録検討集(論点整理)」をまとめました。改憲手続法の成立によって、改憲を許さないたたかいの真価がいよいよ問われることになります。

今回の改憲手続法に基づいて設置される「憲法審査会」の議論に反映させ、さらに改憲阻止の運動を大きく広げるために本書が有効に活用されると幸いです。

◎自由法曹団のホームページ　http://www.jlaf.jp/index.html　
■ 憲法審査会の設置を先送り　
　参院選挙の結果、自民・公明の与党が大敗し、民主党が第一党になり与野党が逆転するなかで、当初、第１６７臨時国会で設置を予定していた憲法審査会は、野党の反対で設置されませんでした。　
憲法審査会は、日本国憲法及び日本国憲法に密接に関連する基本法制について広範かつ総合的に調査を行い、憲法改正原案、日本国憲法に係る改正の発議又は国民投票に関する法律案等を審査する機関で、第１６７回国会の召集の日（８月７日）から、設置される予定でしたが、審査会の員数、議事手続等の詳細を定める審査会規程は制定されず、委員の選任もなされず、委員会自体の設置が次の臨時国会に見送りとなりました。　　
　自民党の参院選公約のトップに「２０１０年の国会において憲法改正案の発議をめざす」と明記し、改憲に弾みをつけようとした安倍首相と”靖国派”議員にとって、スタートからつまずく形となりました。 

■ 憲法会議　学習討論会

・日時　９月８日（土）11:00～16:30

・会場　明治大学 駿河台キャンパス・リバティタワー

　＊ 集団的自衛権と改憲問題　 

渡辺　治氏（一橋大教授）

＊ 靖国派の憲法観、歴史観と安倍内閣

　　　 吉田　裕氏（一橋大教授）

＊ 参院選後の政局と改憲阻止の展望

　　市田忠義氏（日本共産党書記局長）
・ 参加費：1000円（学生500円）当日払い

・ 申込み方法：下記のFAX＆E-mailへ。先着順。

中央憲法会議FAX 03-3261-5453

E-mail　ｋｅｎｐｏｕｋａｉｇｉ．ｇｒ．ｊｐ
■ １千万署名にチャレンジャー帽子

　東京土建では、「１００筆以上の憲法署名を集める」と名乗りをあげた組合員に帽子を被っていただき、１千万署名を推進するチャレンジャーとして活躍してもらおうと企画。組合のロゴも入れ組合員の関根さんがデザインを考えました。帽子は1500個つくり、今現在１００人以上のチャレンジャーが生まれています。[image: image1][image: image2][image: image3]









